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１．原子量 
 
  原子の質量は、きわめて小さく、そのままの値では扱いにくい。通常、12Ｃ原子（質量数１２の炭

素原子）１個の質量を１２と定め、これを基準とした相対質量で表す。 
また、多くの元素には、何種類かの同位体が存在し、その存在比はほぼ一定である。同位体の相対質

量とその存在比から求めた、その元素を構成する原子の相対質量の平均値をその元素の原子量という。 
 

 例 塩素の原子量 
  塩素には、35Ｃｌ(相対質量 35.0)と37Ｃｌ(相対質量 37.0)の２種類の同位体が存在する。 

それぞれ存在比は７５％と２５％とすると、 
 

      35.0×
100
75

＋37.0×
100
25

＝35.5 

 
  ▲分子量と式量 ････ 分子式・イオン式・組成式に含まれる原子の原子量の和 
    ※化学式量（原子量・分子量・式量） 
    原子量 Ｈ＝１，Ｃ＝１２，Ｎ＝１４，Ｏ＝１６，Ａｌ＝２７，Ｓ＝３２， 

Ｃｌ＝３５.５，Ｃａ＝４０ 
 

例 水分子 Ｈ２Ｏの分子量は、１×２＋１６＝１８ 
      ブドウ糖 Ｃ６Ｈ１２Ｏ６の分子量は、１２×６＋１×１２＋１６×６＝１８０ 
      塩化カルシウム ＣａＣｌ２の式量は、４０＋３５.５×２＝１１１ 
      硫酸アルミニウム Ａｌ２（ＳＯ４）３の式量は、２７×２＋（３２＋１６×４）３＝３４２ 
      アンモニウムイオン ＮＨ４

＋の式量は、１４＋１×４＝１８ 
 
２．物質量 
 
  ６×１０23 個をひとかたまりとして、これを１mol（モル）とする量。 

 
  物質量（mol）    粒子数       質量（ｇ）     体積（） 
   

  １mol   ＝ ６×１０23 個   ＝  化学式量ｇ  ＝  ２２．４ 
 

    ※体積は標準状態で測定《 標準状態とは０℃で１atm（1.01×10５Pa） 》 
 
 例 水Ｈ２Ｏが４５ｇある。 
 （１）何molか。  Ｈ２Ｏ＝１×２＋１６＝１８（分子量） 
 

１ mol  ＝ ６×１０23個  ＝   １８ｇ  ＝ ２２.４ 
（    ）mol           ＝   ４５ｇ 

 
   比例式を立て  １mol：１８ｇ ＝ （  ）mol：４５ｇより、 ２.５mol 
 
    ※ 物質量・粒子数・質量・体積のどこからでも、他の量に変換できるように！ 
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３．化学反応式 
反応式の係数の比は、反応物質・生成物質の量的関係を表している 

 
 例  水素が燃えて（酸素と化合）、水ができる。 
    ※ 反応式の左右で、原子の数が同じになるように、化学式の前に係数を付ける。 

            Ｈ２  ＋  Ｏ２  →  Ｈ２Ｏ 
    右辺の酸素を合わせる                  Ｈ２Ｏ 
    左辺の水素を合わせる   Ｈ２

     --------------------------------------------------------------------------------------------------- 
                               ２Ｈ２  ＋  Ｏ２  → ２Ｈ２Ｏ 
      反応式の係数より 
          ２molのＨ２と１molのＯ２から、２molのＨ２Ｏが生成する。 
        例えば、 
          ３molのＨ２とは、１.５molのＯ２が反応し、３molのＨ２Ｏが生成する。 
 

過不足のある場合、不足する物質の方がすべて反応する 
 
 例  水素３mol と酸素０.５mol を反応させた場合、 
 

           ２Ｈ２  ＋  Ｏ２    →  ２Ｈ２Ｏ 
反応前の量      ３mol    ０.５mol 

              過剰     不足 
反応する量      １mol    ０.５mol 

  ------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
   反応後の量     ２mol（残る） ０mol（全て反応）   １mol（生成） 
 
４．化学の基本法則 
   １７７４年 

 物質は、それ以上分割できない原子からなる 質量保存の法則 
 

          ﾗﾎﾞｱｼﾞｪ 
   １７９９年                １８０３年                     １８０５年 

 
定比例の法則 矛 盾原子説 気体反応の法則  

           ﾌﾟﾙｰｽﾄ       ﾄﾞﾙﾄﾝ                     ｹﾞｰﾘｭｻｯｸ 
   １８０３年                                          １８１１年 

 
倍数比例の法則 分子説 アボガドロの法則  

           ﾄﾞﾙﾄﾝ                  ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞﾛ          ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞﾛ 

 

  ◆質量保存の法則････化学反応の前後で、物質の質量の総和は変わらない。 
  ◆定比例の法則 ････同じ化合物の成分元素の質量比は常に一定である。 
  ◆倍数比例の法則････２つの元素Ａ，Ｂが２種類以上の化合物をつくるとき、元素Ａの一定質量と

化合する元素Ｂの質量は、化合物間で簡単な整数比が成り立つ。 
  ◆気体反応の法則････同温・同圧のもとで、２種類以上の気体が反応して別の気体を生じる場合、

それらの気体の体積の間には簡単な整数比が成り立つ。 
  ◆アボガドロの法則･･すべての気体は、いくつかの原子が結合した分子からなり、同温・同圧のも

とでは、同体積中に同数の分子を含む。 
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５．溶液の濃度 
 

 ■ 100　　
量溶媒の質量＋溶質の質

溶質の質量（ｇ）
％）＝　質量パーセント濃度（ ×  

                 ※ 溶媒の質量＋溶質の質量＝溶液の質量（ｇ） 
 

 ■
溶液の体積（）

）溶質の物質量（
　　　）＝モル濃度（

molmol/  

   例）塩化ナトリウム２３．４ｇを水に溶かして、２５０ｍｌの水溶液とした。モル濃度を求めよ。 

        ただし、ＮａＣｌ＝５８．５とする 

）（＝　　
（）

）（
mol/1.6

25.0

mol
5.58
4.23

 

 
（１）モル濃度から質量％濃度への変換 

 

① 溶液の質量（ｇ）＝溶液の体積（）×1000×密度（g/㎤） 

② 溶質の質量（ｇ）＝溶質の物質量×溶質の化学式量 

 

 

（２）質量％濃度からモル濃度への変換 

 

  ① モル濃度とは、溶液の体積１に含まれる、溶質の物質量（mol）である。 

    したがって、体積１中の溶質の物質量を求めればよい。 

  ② 溶液の全質量(ｇ)＝溶液の体積(ｍｌ)×密度（g/㎤） 

  ③ 溶質の質量(ｇ)＝溶液の全質量(ｇ)×
100

質量％濃度
 

  ④ 溶質の物質量(ｍｏｌ)＝
式量（分子量）

ｇ溶質の質量 )(
 

  ⑤ したがって、質量％濃度からモル濃度への変換は 

               モル濃度＝
溶質の式量（分子量）

質量％濃度
密度

100
1000 ××

 


